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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年12月期第３四半期 20,655 0.3 1,816 △35.7 2,701 △25.4 1,841 △27.5

2022年12月期第３四半期 20,601 △1.8 2,823 24.4 3,618 20.9 2,538 23.0

（注）包括利益 2023年12月期第３四半期 6,250百万円（176.5％） 2022年12月期第３四半期 2,261百万円（△37.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年12月期第３四半期 70.57 69.81

2022年12月期第３四半期 96.45 94.96

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年12月期第３四半期 74,926 62,863 83.4 2,398.09

2022年12月期 72,132 58,024 79.9 2,207.88

（参考）自己資本 2023年12月期第３四半期 62,490百万円 2022年12月期 57,651百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年12月期 － 0.00 － 50.00 50.00

2023年12月期 － 0.00 －

2023年12月期（予想） 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,000 7.0 3,200 △28.2 4,000 △24.5 2,800 △23.5 107.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年12月期第３四半期の連結業績（2023年１月１日～2023年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年12月期３Ｑ 27,444,400株 2022年12月期 27,444,400株

②  期末自己株式数 2023年12月期３Ｑ 1,385,902株 2022年12月期 1,332,555株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年12月期３Ｑ 26,088,094株 2022年12月期３Ｑ 26,316,639株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※当社は、業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT）」を導入しており、株式給付信託（BBT）に残存する
当社株式を、期末自己株式数及び期中平均株式数の算定上控除する自己株式数に含めております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項については、添付資料３ページ

「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症関連規制が撤廃されたことに伴い、イ

ンバウンドの急拡大なども重なり、回復基調で推移しましたが、ウクライナ情勢やパレスチナ問題などの地政学的リス

ク、為替円安や原材料価格高騰に加え、労働力不足による人件費上昇など、多くの不安材料を抱えており、経済の見通

しは不透明な状況が続いております。

　防災事業の分野では、長期間に亘る新型コロナウイルス感染拡大の猛威により多くの人命が奪われ、パンデミックへ

の備えは人類が取り組むべき永続的なテーマであることが改めて認識されました。本年は関東大震災から100年の節目

の年に当たりますが、南海トラフ地震、首都直下地震等、巨大地震の脅威も益々高まってきている中、５月には石川県

能登半島沖および千葉県南部等で最大震度５～６強の地震が発生するなど、国をあげての「備え」の強化が喫緊の課題

となっています。また、毎年発生している豪雨や暴風は、今年も東北、関東、近畿、九州の各地で河川の氾濫や土砂災

害等深刻な被害を引き起こすなど、国民生活や企業活動に大きな混乱を生じさせています。特殊災害の分野において

も、世界各地で発生するテロにより多くの人命が奪われ、わが国でも要人に対する襲撃事件が発生するなど、災害リス

クの領域は広範におよび、多発化・激甚化・多様化する各種災害に対する官民挙げての防災体制の確立がますます重要

となっております。

　繊維事業の分野では、リネン（麻）につきましては、麻素材の市場定着が進むなか、環境意識の高まりもあり、新型

コロナウイルス感染拡大の影響から停滞していた市場が急速に拡大しつつあります。また、耐熱、耐切創、高強力など

優れた機能を特徴とする高機能繊維につきましては、防護服分野に加え、EV向けなど資材分野での新たな用途や市場の

開拓、新規商材の開発を進めております。

　このような状況下、当社グループでは、本年、今後10年間に亘る取り組みを通じて、防災業界におけるリーディング

カンパニーへの進化を目指す「テイセン未来創造計画」を策定いたしました。同計画では、「人を創る」「仕事を創

る」「人と仕事を繋ぐ企業文化を創る」をテーマに掲げ、「防災のテイセン」としての未来を切り拓き、世界に通用す

る防災企業として、名実ともに、社会及びステークホルダーの皆様から絶対的な信認を頂くことを目指しております。

　さらに、2023年度からの３年間を第１フェーズと位置づけ、第１フェーズにおける中期経営計画「テイセン2025/未

来への基盤作り」を策定し、スタートいたしました。同計画では、

　　≪ 先進的防災事業を確立・発展させ

　　　　　　　多発化・激甚化・多様化する各種災害の脅威から

　　　　　　　　　　　　　　　　社会や事業の安心・安全を守る ≫

を旗印に、以下のテーマを推進し、防災ビジネスの拡がりと深みを追求してまいります。

　１．市場開拓の強化と圧倒的市場競争力の確立

　（１）送排水ビジネスの拡大

　（２）セキュリティビジネスの開拓

　（３）防災特殊車輌ビジネスの創造

　（４）メンテナンス業務の事業化

　（５）基盤事業(ホース・機材・車輌・防火衣)の一層の磨き上げ

　２．営業を支える下野・鹿沼両工場の機能拡充・強化

　（１）コスト・品管センターとしての役割徹底

　（２）技術・開発センターとしての能力強化

　（３）教育、訓練、実証実験等の幅広い分野での施設充実と活用

　３．持続的収益力の強化

　　新たな事業基盤の獲得による収益基盤の強化

　当第３四半期連結累計期間の売上高は206億５千５百万円（前年同期比0.3％増）、営業利益は18億１千６百万円（同

35.7％減）、経常利益は27億１百万円（同25.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は18億４千１百万円（同

27.5％減）となりました。

　セグメント別の経営成績は以下のとおりであります。

　防災事業では、前年度に増加した原子力発電関連の大型防災資機材や空港用化学消防車の売上が減少した一方で、救

助工作車、官公庁向けの防災資機材、大量送排水システムなどの売上が増加したことから、売上高は172億３百万円

（前年同期比0.9％増）となりました。

　繊維事業では、官公庁向け繊維資材の売上が減少したことから、売上高は30億２千６百万円（前年同期比3.4％減）

となりました。

　不動産賃貸事業・その他は概ね順調に推移しており、売上高は４億２千５百万円（前年同期比0.7％増）となりまし

た。
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（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末の財政状態を概括いたしますと、総資産は、受取手形、売掛金及び契約資産が減少した

一方で、株価上昇に伴い投資有価証券が増加したことから、前連結会計年度末対比27億９千４百万円増加し、749億２

千６百万円となりました。

　負債は、支払手形及び買掛金の減少等により、前連結会計年度末対比20億４千４百万円減少し、120億６千３百万円

となりました。

　純資産は、利益剰余金や保有上場株式の評価益の増加により、前連結会計年度末対比48億３千８百万円増加し、628

億６千３百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は83.4％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　現時点では2023年２月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

- 3 -

帝国繊維（株）（3302）2023年12月期　第3四半期決算短信



（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 16,122,875 15,239,715

受取手形、売掛金及び契約資産 6,665,427 3,199,961

有価証券 5,999,975 5,999,950

商品及び製品 5,523,505 6,071,869

仕掛品 1,422,232 1,464,459

原材料及び貯蔵品 845,230 961,617

その他 1,152,637 1,509,985

流動資産合計 37,731,884 34,447,559

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,459,840 7,226,077

機械装置及び運搬具（純額） 580,678 740,741

工具、器具及び備品（純額） 322,999 375,533

土地 3,917,154 3,917,154

建設仮勘定 162,408 24,119

有形固定資産合計 12,443,082 12,283,626

無形固定資産 68,581 143,525

投資その他の資産

投資有価証券 21,496,667 27,668,802

退職給付に係る資産 98,884 64,935

繰延税金資産 117,298 141,416

その他 176,458 177,006

投資その他の資産合計 21,889,309 28,052,159

固定資産合計 34,400,973 40,479,311

資産合計 72,132,858 74,926,871

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,328,343 1,571,241

１年内返済予定の長期借入金 45,000 12,000

未払法人税等 683,579 78,453

役員賞与引当金 5,000 －

賞与引当金 － 196,868

その他 1,882,245 1,167,439

流動負債合計 6,944,168 3,026,002

固定負債

長期預り保証金 536,490 490,954

繰延税金負債 5,680,918 7,549,375

退職給付に係る負債 119,219 123,905

役員株式給付引当金 519,715 582,052

資産除去債務 76,465 76,469

長期未払金 78,650 78,650

その他 152,837 136,244

固定負債合計 7,164,296 9,037,652

負債合計 14,108,465 12,063,655

純資産の部

株主資本

資本金 1,582,867 1,582,867

資本剰余金 957,371 957,371

利益剰余金 42,950,232 43,466,231

自己株式 △980,485 △1,067,433

株主資本合計 44,509,985 44,939,035

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,110,602 17,332,910

繰延ヘッジ損益 31,159 218,623

その他の包括利益累計額合計 13,141,761 17,551,533

新株予約権 372,646 372,646

純資産合計 58,024,393 62,863,215

負債純資産合計 72,132,858 74,926,871
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

売上高 20,601,666 20,655,227

売上原価 14,390,133 15,143,088

売上総利益 6,211,533 5,512,138

販売費及び一般管理費 3,388,285 3,695,653

営業利益 2,823,248 1,816,485

営業外収益

受取利息 340 327

受取配当金 771,894 869,783

その他 39,462 26,920

営業外収益合計 811,697 897,031

営業外費用

支払利息 5,249 1,997

持分法による投資損失 538 897

為替差損 3,415 4,170

支払手数料 6,246 4,561

その他 851 833

営業外費用合計 16,300 12,459

経常利益 3,618,645 2,701,057

特別利益

固定資産売却益 227 －

特別利益合計 227 －

特別損失

固定資産処分損 2,511 68,477

特別損失合計 2,511 68,477

税金等調整前四半期純利益 3,616,360 2,632,579

法人税、住民税及び事業税 1,102,281 881,263

法人税等調整額 △24,130 △89,720

法人税等合計 1,078,150 791,542

四半期純利益 2,538,210 1,841,036

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,538,210 1,841,036

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年１月１日
　至　2022年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年１月１日

　至　2023年９月30日)

四半期純利益 2,538,210 1,841,036

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △368,130 4,222,307

繰延ヘッジ損益 90,973 187,463

その他の包括利益合計 △277,157 4,409,771

四半期包括利益 2,261,053 6,250,808

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,261,053 6,250,808

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる、四半期連結財務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。
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（単位：千円）

防災 繊維 不動産賃貸 その他 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

売上高

官公庁 5,709,636 1,124,510 － － 6,834,147 － 6,834,147

その他 11,336,786 2,008,376 － 24,668 13,369,830 － 13,369,830

顧客との契約から生じる収益 17,046,422 3,132,886 － 24,668 20,203,977 － 20,203,977

その他の収益 － － 397,689 － 397,689 － 397,689

外部顧客への売上高 17,046,422 3,132,886 397,689 24,668 20,601,666 － 20,601,666

セグメント間の内部売上高又は振替高 9,245 12,724 － － 21,970 △21,970 －

計 17,055,668 3,145,611 397,689 24,668 20,623,637 △21,970 20,601,666

セグメント利益 3,164,126 350,605 285,497 6,339 3,806,569 △983,321 2,823,248

（単位：千円）

防災 繊維 不動産賃貸 その他 計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)２

売上高

官公庁 6,440,901 1,085,255 － － 7,526,156 － 7,526,156

その他 10,762,822 1,940,915 － 28,165 12,731,903 － 12,731,903

顧客との契約から生じる収益 17,203,723 3,026,170 － 28,165 20,258,060 － 20,258,060

その他の収益 － － 397,167 － 397,167 － 397,167

外部顧客への売上高 17,203,723 3,026,170 397,167 28,165 20,655,227 － 20,655,227

セグメント間の内部売上高又は振替高 654 18,761 － － 19,416 △19,416 －

計 17,204,378 3,044,932 397,167 28,165 20,674,643 △19,416 20,655,227

セグメント利益 2,149,854 393,631 300,555 9,611 2,853,653 △1,037,168 1,816,485

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年１月１日　至　2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△983,321千円には、セグメント間取引消去2,835千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△986,156千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年１月１日　至　2023年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益の調整額△1,037,168千円には、セグメント間取引消去815千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△1,037,983千円が含まれております。全社費用は主に報告セグメント

に帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益の合計と調整額の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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